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障がい者との交流を通じて

上島町を選んだきっかけ、サイクリング

今年７月高知で行われた四国地区人
権教育研究大会において、NPO法人
上島ポップコーンの会代表の中川理香
さんが発表されました。障がいのある
子どもたちが、この島で働きながら生
き生きと暮らしていくため中川さんた
ちが試行錯誤しながら活動してきた内
容や、障がい者への理解を進める取組
など、参加した全ての方の胸に届く素
晴らしい発表でした。

中川さんの思いを受けて、私たちも
何ができるのかを考え、少しずつです
が前へ進み始めています。８月には弓
削高校、伯方高校、今治北高校（本
校・大三島分校）の人権推進委員の生
徒たちがポップコーンの会との交流を
行い、障がいのある方とどんな遊びを
共有できるか考え、実践しました。最
初は、障がいのある方とどう関われば
よいのか戸惑いもあったようです。し
かし、徐々に交流も進み、最後は一緒
に踊り、ハイタッチをし、笑顔あふれ
る交流会になりました。

また、10月に入って生名小学校の児

童との交流も始まっています。最初に、
中川さんから障がいといっても「身体
的障がい」や「知的障がい」など、違
いがあることを教わり、また、障がい
の有無にかかわらず、私たち一人ひと
りの個性や人との違いを認め合い、支
え合うことの大切さを学びました。そ
の後、実際に給食や昼休みの時間を共
に過ごし、障がい者への理解を身近な
体験から深めていく取組を始めたとこ
ろです。

今、障がい者問題は大きく注目され
ています。４月から障害者差別解消法
が施行され、リオパラリンピックも開
催されました。しかしそのような中で、
７月には相模原の障害者施設で非常に
悲しい事件が起こりました。そこには、
障がい者に対する差別や偏見がありま
した。まず正しく理解すること、そし
て自分から行動することで、少しずつ
変わっていくのだと信じています。だ
れもが住みよい、暮らしやすい町づく
りを目指して、今後もみなさんと共に
進めていきたいと思います。

こんにちは、島おこし協力隊の佐藤
です。上島町に赴任して数か月がたち、
島での生活にもすっかり慣れてきまし
た。

私が上島町にやって来ることになっ
たきっかけのひとつに、サイクリング
があります。町内には信号がひとつも
なく、島ならではの風景を楽しみなが
ら、ゆったりとサイクリングを楽しむ
ことができます。町内の島、それぞれ
風景も違いますし、車では通り過ぎて
しまうような小さな発見があるのもサ
イクリングの大きな魅力です。

上島町民にとっては当たり前の交通
手段である「船」は、町外の人にとっ
ては非日常の交通手段です。因島土生
港から生名島立石港までフェリーで
たった数分の距離ですが、初めて自転
車と一緒に島に渡った時のワクワクし
た気持ちは、今でも覚えています。

そんな、船を使った上島町ならでは
のサイクリングを町内外の人々に楽し
んでいただけるイベントが、10月30日

（日）の「サイクリングしまなみ」、11
月13日（日）の「ゆめしまサイクル」
と続けて開催されます。今回、このふ
たつの大会に私はスタッフとして参加
させていただきます。

サイクリングイベントの楽しみのひ
とつに「エイドステーション」におけ
る水分・食べ物補給があります。この
たび開催される大会はどちらもタイム
を競う大会ではないので、島の風景を
楽しみながらエイドステーションでの
補給食を味わってもらいたいと思いま
す。

特に、11月に開催される「ゆめしま
サイクル」は、上島町グルメに重点を
置いた大会になっています。これらの
大会をきっかけに町内の魅力をアピー
ルし、参加した方々が再び上島町に来
ていただけるようにしたいです。また、
町内外全体でのサイクリングマナー向
上につながるようにしたいと思ってい
ます。
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運動会を実施
平成28年９月４日（日）、平成

28年度運動会が行われました。
天候の都合でプログラムを大幅
に短縮・変更しての実施となり
ましたが、「一致団結　潮風を
背に　勝利へ駆けろ」というス
ローガンの下、皆精一杯取り組
み、良い運動会にすることがで
きました。御足下の悪い中、お
越しくださった皆様方、本当に
ありがとうございました。

卒業生進路座談会を実施
平成28年９月９日（金）に卒業

生座談会が行われました。昨年
卒業した６名の先輩方が全校生
徒を前に、「今振り返って高校
時代にやっておけば良かったと
思うこと」等、反省を含めなが
ら丁寧に話してくれました。ま
た、ブースに分かれた後も在校
生の数多くの質問にも熱く答え
てくれました。学んだことを今
後の進路選択、進路実現に生か
していこうと思います。

愛顔つなぐえひめ国体リハーサ
ル大会のボランティアに参加

平成28年９月10日（土）・11日
（日）、いきなスポレク公園蛙石
野球場で高松宮賜杯第60回全日
本軟式野球大会（愛顔つなぐえ
ひめ国体リハーサル大会）が行
われ、接待や記録のボランティ
アとして６名の生徒が参加しま
した。「来年の国体本番でも参
加する予定なのでがんばりま
す。」と話していました。

第51回全国高等専門学校
体育大会で本校学生が活躍

情報工学科５年白川友理さん
が陸上競技女子800ｍ競技にお
いて一昨年に続き２回目の優勝
を果たしました。

また、情報工学科４年馬越早
恵さんが卓球競技女子地区対抗
戦（オープン競技）において四
国選抜チームの一員として出場
し、３位入賞となりました。

陸上・卓球競技以外にも剣道・
弓道・バドミントン・柔道・水

泳競技において全国高専大会出
場を果たしました。
国立モンゴル科学技術大学へ
学生が国際交流訪問

平成28年８月19日（金）～ 31
日（水）、本校の学生３名が研究・
教育交流協定が結ばれている国
立モンゴル科学技術大学へ国際
交流訪問を行いました。

今回の訪問では、大学の研究
室や鉱石自然資源地質学博物館
の見学や実験に参加し、技術者
として成長するための良い刺激

を受けました。
平成28年度商船学科卒業式
及び専攻科修了式を挙行

平成28年９月25日（日）、平成
28年度商船学科卒業式及び専攻
科（海上輸送システム工学専攻）
修了式が行われ、卒業生38名・
修了生３名は新たな門出の日を
迎えました。

木村校長より卒業生・修了生
へ「常に自分を磨き、誰にも負
けない輝く技術力を身につけて
ください」と式辞がありました。

弓削高等学校　http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校　http://www.yuge.ac.jp/
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